




  

昭和55年度はウィルソン病の診断,56年度の地理的分布について報告を行った。本年度は,

診断および治療に関連して,体内における銅蓄積の程度および溶血発作時や在来のぺニシ

ラミンの使用が不可能となった時の対策について資料を加えることを目的とした。 


